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1 は じ め に

猫白血病ウイルス（Feline leukemia virus : FeLV）

はレトロウイルス科オルトレトロウイルス亜科ガンマレ

トロウイルス属に属するウイルスで，逆転写酵素及びエ

ンベロープを有する1本鎖2分節RNAウイルスである．

野外から分離されているFeLVは，エンベロープ糖蛋白

の違いに関して，主に，F e L V hA，F e L V hB 及び

FeLVhCの3つのサブグループに干渉試験による分類が

なされている［1］．このうちFeLVhBとFeLVhCは猫

体内での増殖能力は低く，また，単独では猫間での伝播

も成立しない［2, 3］．しかし，FeLVhAが随伴すること

によって体内での増殖及び伝播も可能となる．また，

FeLVhAは猫間の感染で抗原変異が少ないが，FeLVhB

及びFeLVhCは頻繁に抗原変異を起こしていることが

報告されている［4］．

FeLVは猫白血病ウイルスという名のとおり，リンパ

系腫瘍を引き起こし得る，腫瘍原性を持ったウイルスで

あるが，その感染は必ずしも白血病を起こすとは限らな

い．FeLV感染症はリンパ系及び骨髄系細胞の増殖性ま

たは変性性疾患が基礎となり，白血病の他に，免疫抑

制，貧血，汎白血球減少症，糸球体腎炎など多彩な臨床

像を呈する．FeLVに暴露された猫の全てが上述した臨

床像をとるということは無く，その多くは免疫により回

復するが，FeLVが骨髄内で増殖する持続感染の状態と

なると転帰は悪く，また，ウイルスの排泄を続けること

になる．FeLVに対する特異的な抗ウイルス薬は無く，

上述した臨床症状に対しては対症療法しか存在しないた

め，いかにしてFeLV持続感染とさせないかが重要であ

る．

現在，“猫白血病ウイルスによる持続性ウイルス血症

の予防”を効能・効果として有するワクチンは，組換え

型の単味及び混合ワクチン並びに非組換え型不活化混合

ワクチンが国内で使用されている（表1）．

2 ワクチンの概要

FeLV組換え型ワクチンは，1996年6月に我が国初の

動物用組換え型ワクチンとして承認された．このような

組換え型ワクチンに関して，FeLV感染腫瘍細胞から特

定の抗原を回収・精製して利用する研究の報告がある他

［5］，FeLVhAのエンベロープ糖蛋白であるgp70に特定

のアジュバントを加えたワクチンに関する研究が報告さ

れおり［6］，その有用性が確認されている．同様に

FeLV不活化ワクチンに関してもその有効性などが確認

されている［7］．

3 製法及び使用方法

（1）製　　　法

組換え型ワクチンに主成分として使用されている免疫

原は，gp70精製抗原あるいは p45精製抗原となってい

る．両者ともに遺伝子組換え大腸菌に特定の蛋白を発現

させ，回収，精製したものである．いずれの免疫原も

FeLVhAのエンベロープ蛋白である．組換え型ワクチン

は，単味ワクチンと混合ワクチンとに分かれるが，前者

は精製した抗原を利用する事による他動物種由来材料

（培養に用いる血清など）を含まないなどの利点を生か

したもの，後者は多種混合ワクチンとすることでその利

便性を高めたものであると考えられる．

非組換え型ワクチンは，FeLVを培養細胞で増殖させ

て得たウイルス液を不活化したものを有効成分としてい

る．現在，非組換え型のFeLV不活化単味ワクチンはわ

が国で使用されておらず，混合ワクチンの1成分として

使用されている．

国内で使用されている，組換え型，非組換え型の

FeLVワクチンは全てアジュバントを添加したワクチン

である．

（2）用法及び用量

用法及び用量は表1にまとめたとおりである．製品に
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よって接種対象及び接種間隔が若干異なるほか，1製剤

だけ用量が0.5mlと少なくなっている．接種経路は，通

常皮下注射となっている．

4 使用上の注意

本ワクチンに特徴的な使用上の注意として，発症前や

潜伏感染状態の猫に対して用いた場合の記述がある．リ

ュウコゲンにおける添付文書の記載では，そのような場

合接種しても防御できない場合がある（一部抜粋・略）と

なっており，フィラインh4，同 h6，同h7の添付文書に

おける記載では，そのような場合に注射しても病気の進

行を止めることはできない（一部抜粋・略），フェロバッ

クス5の添付文書の記載では，そのような場合猫に本剤

を注射しても病気の進行を止めることはできないので留

意すること，となっている．いずれの製品でも，発症

前・潜伏感染状態の猫に対する効能・効果を持っておら

ず，移行抗体消失後の若齢猫が感染源に接触する前に獲

得免疫を賦与させる事が肝要であると考えられる．

その他使用上の注意は多項目に渡るため，使用に当た

っては添付文書を参照の上使用されたい．

5 お わ り に

FeLV感染症に対するワクチンは，FeLVがレトロウ

イルスであるため抗原性が変異しやすいことなど様々な

障害がある中，先ず遺伝子組換え型ワクチンが承認さ

れ，その翌年に非組換え型ワクチンが承認された．人に

おけるレトロウイルス感染症である，ヒト後天性免疫不

全ウイルスやヒトTリンパ球向性ウイルス1などに対す

るワクチンが未だ製品化されない中，獣医領域でこれら

製品が開発されていることは画期的なことであると考え

られる．どのような感染症にも言えることではあるが，

FeLVそれ自体やその感染症の病理発生に関して不明な

点は多く，今後の研究が期待されている．研究の進歩に

伴いより効果的なワクチンの開発が期待されるが，それ

らは，小動物臨床領域で重要な疾病であるFeLV感染症

に対する利益のみならず，人のレトロウイルスに対する

ワクチン研究にもつながる可能性を有している．また，

どの製品も比較的新しいワクチンであるため，使用され

ることに伴い，猫群内おけるFeLVが変化してゆく可能

性も排除できないため，ワクチン開発の研究だけが重要

ということは無く，実際に臨床現場で猫に接する，諸先

生方の報告・研究といったものが，特に重要になってく

るものと考えられる．

参　考　文　献

［1 ］ Sarma PS, Log T : Viral interference in feline
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1 mlずつを 9 週齢以上
の猫の皮下に15～21日
間隔で 2回注射する． 

1 mlを約 2 カ月齢以上
の猫の皮下または筋肉
内に 3 週間隔で 2 回注
射する． 

0.5mlを約 2 カ月齢以
上の猫の皮下に 3 週間
隔で 2回注射する． 
 
 

1mlを約 2カ月齢以上
の猫の皮下に 3 週 間
隔で 2回注射する． 
 
 

 

8 週齢以上の猫に 1ml
（1バイアル）ずつ 2～
4 週間隔で 2 回筋肉内
または皮下に注射す
る． 

組換え型ワクチン 

猫白血病（アジュバント加）ワク
チン（組換え型） 
 

猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシ
ウイルス感染症・猫汎白血球減少
症・猫白血病（組換え型）混合（油性
アジュバント加）不活化ワクチン 

猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシ
ウイルス感染症 3価・猫汎白血球
減少症・猫白血病（組換え型）混
合（油性アジュバント加）不活化
ワクチン 

猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシ
ウイルス感染症 3価・猫汎白血球
減少症・猫白血病（組換え型）・
猫クラミジア感染症混合（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン 

非組換え型ワクチン 

猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシ
ウイルス感染症・猫汎白血球減少
症・猫白血病・猫クラミジア感染
症混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン 

表 1 　猫白血病ウイルスワクチンの概要 

一般的名称 商品名 製造販売者 効能に対する主成分 用法・用量 アジュバント 

過去 5年間検定実績の無い製品を除外した． 
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1 は じ め に

猫免疫不全症ウイルス（Feline immunodeficiency

virus : FIV）は，レトロウイルス科オルトレトロウイル

ス亜科レンチウイルス属に属するウイルスで，逆転写酵

素及びエンベロープを有する＋鎖RNAウイルスである．

FIV感染症は，発熱，リンパ節腫大，抗体陽転などを

特徴とする急性期，臨床症状を示さない無症状期，全身

のリンパ節腫大が再度現れる持続性リンパ節腫大期，免

疫異常に伴う口内炎や歯肉炎などが出現するエイズ関連

症候群期，各種日和見感染，骨髄抑制などのエイズ期の

5つの病期に分類され［1, 2］，特にエイズ関連症候群期

と診断されてからは1年以内，エイズ期と診断されてか

らは1～3カ月以内に死亡すると報告されていることか

ら，後期ほど予後が悪いと報告されている．インターフ

ェロンや逆転写酵素阻害剤を用いる治療法が研究されて

いるが，現在までのところ確立されたものはない．一

方，無症状期の経過は，数年に渡るものから，生涯無症

状のままというものまで様々であると報告されている

［3h5］．

FIVは主に咬傷などで起きた傷口から侵入して感染

し，粘膜を介した接触感染効率はあまり良くないと考え

られている［6, 7］．感染を防ぐ上で最も重要な対策は

FIV感染猫との接触の機会を無くすことであり，屋内飼

育猫に比べて野外に出ることが可能な猫の感染率は高い

と報告されている［8］．よって本感染症を予防し，国内

の感染率を減らしていくためには屋内飼育が推奨される

ものと考えられる．しかし，一度屋外に出る事に慣れて

しまった猫を屋内飼育に変える事の難しさや，飼育者の

考えなどもあり，屋内飼育を徹底するのは容易なことで

はなく，また，FIV感染猫を非感染猫と同居させざるを

得ない場合など，感染機会との隔離が困難なケースが存

在すると考えられる．

2 ワクチンの概要

本稿で扱うFIV感染症不活化ワクチンは，FIV感染症

罹患猫が持続性リンパ節腫大期以降の病期を発症すると

致死的な転帰をたどることや，感染の機会との隔離が困

難な場面が想定されることの2点から，臨床上の意義が

あるものと考えられる．FIV感染症ワクチンに関してウ

イルス全粒子不活化ワクチン，ウイルスと感染細胞を丸

ごと不活化したワクチン，ウイルス粒子の一部を用いた

ペプチドワクチン，DNAワクチン，ベクターワクチン

などの多種多様な研究が行われてきたが，現在本邦で承

認されているワクチンは1製剤のみである．その概要を

表1に示す．

FIVは群特異抗原やエンベロープ蛋白の遺伝学的な差

異により，AからF型のサブタイプがこれまで報告され

ている．本邦においてはA型，B型，C型およびD型の

サブタイプの存在が報告されており，2008年にNaka-

muraら［9］によって行われた全国の血清学的，遺伝学

的・系統発生学的な調査によると，FIV感染症不活化ワ

クチンが接種されていない猫1,770例の内23.2％の猫が

血清反応陽性であり，末梢血中プロウイルスのシークエ

ンスと系統発生学的解析により，サブタイプ A型が

30.2％，B型が42.2％，C型が5.5％，D型が22.1％で

あったと報告されている．本製剤は異なる2つのサブタ

イプの不活化FIVが主成分となっていることが特徴であ

るが，その内，FIVペタルマ株はサブタイプA，FIV静

leukemiahsarcoma complex, Virology, 44, 252h258
(1971)

［2 ］ Jarrett O, Russell PH : Differential growth and trans-
mission in cats of feline leukaemia viruses of sub-
groups A and B, Int J Cancer, 21, 466h472 (1978)

［3 ］ Jarrett O, Golder MC, Toth S, Onions DE, Stewart
MF : Interaction between feline leukaemia virus sub-
groups in the pathogenesis of erythroid hypoplasia,
Int J Cancer, 34, 283h288 (1984)

［4 ］ Russell PH, Jarrett O : The specificity of neutralizing
antibodies to feline leukaemia viruses, Int J Cancer,
21, 768h778 (1978)

［5 ］ Nick S, Klaws J, Friebel K, Birr C, Hunsmann G,

Bayer H : Virus neutralizing and enhancing epitopes
characterized by synthetic oligopeptides derived
from the feline leukaemia virus glycoprotein se-
quence, J Gen Virol, 71, 77h83 (1990)

［6 ］ Marciani DJ, Kensil CR, Beltz GA, Hung CH, Cronier
J, Aubert A : Geneticallyhengineered subunit vaccine
against feline leukaemia virus : protective immune
response in cats, Vaccine, 9, 89h96 (1991)

［7 ］ Hines DL, Cutting JA, Dietrich DL, Walsh JA : Eval-
uation of efficacy and safety of an inactivated virus
vaccine against feline leukemia virus infection, J Am
Vet Med Assoc, 199, 1428h1430 (1991)

堀内雅之（農林水産省動物医薬品検査所）

2 猫免疫不全ウイルス感染症ワクチン（不活化ワクチン）
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岡株はサブタイプDに属する．この製品は，主成分であ

る不活化FIVサブタイプと異なるサブタイプであるサブ

タイプBに対しても防御能を賦与すると報告されている

［10］．

3 製法及び使用方法

（1）製　　　法

本製剤は，FIVペタルマ株持続感染猫リンパ球継代細

胞FL6hSF株とFIV静岡株持続感染猫リンパ球継代細胞

ShizhSF株を増殖させ，ホルマリンで不活化したものを

それぞれ混合し，アジュバントを加えて製造されてい

る．

（2）用法及び用量

用法及び用量は，「8週齢以上の猫に，1回1mlずつを

2～3週間間隔で3回，皮下注射する．免疫の持続を目

的として本ワクチンを追加注射する場合は，最後の注射

から1年以上の間隔をあけて1mlを1回皮下注射する．」

である．初年度の投与回数が，他の猫用ワクチンの多く

は2回となっているのに対し，本製剤では3回となって

いることに留意されたい．

4 使用上の注意

他の多くのアジュバントを加えた不活化猫用ワクチン

と同様，ワクチン接種部位関連肉腫に関する注意が記載

されている．本ワクチンは接種回数が多いため，接種部

位を注射の都度変えて行うなどの注意が必要である．そ

の他使用上の注意が添付文書に記載されているため，接

種される際は添付文書をよく参照されたい．

5 お わ り に

本製剤は2007年6月に，その効能または効果を「猫

免疫不全ウイルスの持続感染の予防」として承認されて

おり，比較的新しい製品である．本製剤が対象とする

FIVは抗原変異を起こしやすく，進化のスピードが速い

と考えられているレトロウイルスであるため，実際に野

外で使用されていくことが本邦のFIVサブタイプ分布に

与える影響については今後注意深く観察していかなけれ

ばならない．また，ワクチンが使用されることは，FIV

感染症の診断にも影響を及ぼす．現在市販されている各

種FIV感染症診断薬は，全てFIVに対する抗体を検出

するものであり，本ワクチンを接種された猫の血清中抗

体は陽転すると報告されている［11, 12］．本ワクチンが

本邦に先行して販売されている米国では，American

Association of Feline Practitioner や Academy of

Feline Medicineは本ワクチン接種前に抗体検査をする

ことを推奨している．本製剤接種猫の血清中抗体とFIV

感染猫血清中抗体が識別可能であるという報告もあるが

［13］，いわゆるベッドサイドテストではないため，実用

化が待たれる．現行の診断薬で陽性と判定する際にはワ

クチン接種歴の確認が必要であると考えられる．

本製剤は，レトロウイルスの中でもレンチウイルスに

対して存在するヒトの製剤をも含めて唯一のワクチンで

ある．本ウイルス感染症の予防に関して突破口を開いた

意義は大きく，今後もさらなる研究が期待される．
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odeficiency virus infection in cats from the continen-

フェロバック
スFIV

・エチレンh無水マレ
イン酸コポリマー 
・アクリル酸hスチレ
ンコポリマー 
・エマルシゲンSA

北里研究
所 

・猫リンパ球継代細胞
持続感染猫免疫不全
ウイルスペタルマ株 
・猫リンパ球継代細胞
持続感染猫免疫不全
ウイルス静岡株 

8 週齢以上の猫に，1 回 1 mlずつを 2
～3週間間隔で3回，皮下注射する． 
免疫の持続を目的として本ワクチ
ンを追加注射する場合は，最後の注
射から 1年以上の間隔をあけて 1ml
を 1回皮下注射する． 

猫免疫不全ウ
イルス感染症
（アジュバン
ト加）不活化
ワクチン 

表 1 　猫免疫不全ウイルス感染症ワクチンの概要 

一般的名称 商品名 製造販売者 主成分 用法・用量 アジュバント 

過去 5年間検定実績のない製品を除外した． 
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1 は じ め に

猫に結膜炎を引き起こす猫のクラミジア感染症は，猫

から人への感染が確認されていることから人獣共通感染

症としても重要な疾病である．

病原体のClamydophila felisは，偏性細胞内寄生性で

血清学的には単一と考えられている．

本病の潜伏期は2～3週間であり，発症すると結膜炎，

時として角膜炎を呈する．また，粘性の目やにと鼻汁，

くしゃみなど上部呼吸器症状が見られ，稀に肺炎を引き

起こす．診断法は，一般に結膜上皮擦過物塗抹標本の直

接蛍光抗体法による病原体の検出や結膜擦過物や鼻汁か

ら病原体遺伝子の検出である．近年，わが国でも抗体陽

性率が20％前後との報告［2］や，結膜炎と鼻炎を主徴

とする猫26頭のうち26.9％でクラミジアが検出された

との報告［3］があり，日本の猫でクラミジアが蔓延し

ていることが示唆されている．

2 ワクチンの概要

わが国においては，猫クラミジア感染症に対する混合

不活化ワクチンとして，現在までに2製剤が承認されて

いる．その詳細については表1を参照されたい．

3 製法及び使用方法

Clamydophila felisを浮遊型L細胞（マウス線維芽細

胞由来株化細胞）などで培養，増殖させて得たクラミジ

ア液を不活化させたものを原液とし，他の不活化ワクチ

ン成分と混合した後，油性アジュバントを加えたワクチ

ンである．2製剤それぞれの使用方法についても表1に

示した．

4 使用上の注意

本剤の注射後，一過性の副反応（発熱，元気・食欲減

退，下痢，注射局所の腫脹，掻痒，じんま疹，アナフィ

tal United States and Canada and possible mode of
transmission, J Am Vet Med Assoc, 194, 213h220
(1989)
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Survey of Feline Immunodeficiency Virus (FIV)
Infection in Japan, J Vet Med Sci, 電子版 (2010)

［10］ Kusuhara H, Hohdatsu T, Okumura M, Sato K, Suzu-
ki Y, Motokawa K, Gemma T, Watanabe R, Huang C,
Arai S, Koyama H : Dualhsubtype vaccine (FelhOh

Vax FIV) protects cats against contact challenge with
heterologous subtype B FIV infected cats, Vet Micro-
biol, 108, 155h165 (2005)

［11］ Andersen PR, Tyrrell P : Feline immunodeficiency
virus diagnosis after vaccination, Anim Health Res
Rev, 5, 327h330 (2004)

［12］ Levy JK, Crawford PC, Slater MR : Effect of vaccina-
tion against feline immunodeficiency virus on results
of serologic testing in cats, J Am Vet Med Assoc, 225,
1558h1561 (2004)

［13］ 楠原　一，Levy J，Crawford PC，本川賢司，玄間　剛，
渡辺理恵，荒井節夫，宝達　勉：猫免疫不全ウイルス

（FIV）ワクチン（FelhOhVax FIV）市販後の米国内に
おけるFIV感染猫の血清学的鑑別，第144回日本獣医学
会学術集会（2007）
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フィライン7 
 

フェロバック
ス5

Fe/ChP　8株 
 
 

Cello株 

微生物化
学研究所 
 

共立製薬 

1 mlを約 2 カ月齢以上の猫
の皮下に 3週間隔で 2 回注
射する． 

8 週齢以上の猫に 1 ml（ 1
バイアル）ずつ 2～4 週間隔
で 2 回筋肉内または皮下に
注射する． 

猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症 3
価・猫汎白血球減少症・猫白血病・猫クラミジア感
染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン 

猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症・猫白血病・猫クラミジア感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン 

表 1 　猫クラミジア感染症ワクチンの概要 

一般的名称 製品名 製造販売者 用法・用量 製造用クラミジア株 
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ラキシーなど）が認められる場合がある．ワクチンに含
有されるClamydophila felisは死菌であり，誤って人に
注射した場合でも感染性はない．
人への誤注射の場合には，患部の消毒などの適切な処
置をとり，必要があれば医師の診察を受けること．その
際，動物用油性アジュバント加ワクチンを誤って注射し
た旨を医師に告げるとともにワクチンの使用説明書を示
すこと．

5 お わ り に
ワクチン接種は，Clamydophila felis感染症の予防に
有効である．また，感染猫の隔離と治療により蔓延を防
ぐことが重要である．
海外においては，より少ない抗原量での免疫が期待さ

れる生のClamydophila felis抗原を含有する混合ワクチ
ンが開発されている．
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